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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙を収納する収納手段を有する画像形成装置において、
　情報を報知する報知手段と、
　前記収納手段に収納された用紙の有無を検知する用紙有無検知手段と、
　前記収納手段に収納される用紙の種類を前記収納手段に対応させて設定する用紙設定手
段と、
　前記画像形成装置に対する前記収納手段の開閉を検知する開閉検知手段と、
　前記用紙設定手段により新たに設定された用紙の種類と以前に設定されていた用紙の種
類とが異なり、且つ前記開閉検知手段により前記収納手段の開が検知されてから閉が検知
されるまでの間に前記用紙有無検知手段によって用紙の有から無になったことが検知され
ない場合、前記収納手段に既に収納されていた用紙の上に異なる種類の用紙が積み重ねら
れたことを前記報知手段に報知させる制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記収納手段に収納されている用紙の積載量を検知する積載量検知手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記収納手段の開が検知される前に前記積載量検知手段が検知した第
一の積載量よりも、前記収納手段の開が検知され、その後閉が検知された後に前記積載量
検知手段が検知した第二の積載量の方が多く、かつ、前記開閉検知手段により前記収納手
段の開が検知されてから閉が検知されるまでの間に前記用紙有無検知手段により用紙の有
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から無になったことが検知されることなく、前記用紙設定手段により用紙の種類の設定が
変更された場合に前記報知手段に報知を行わせることを特徴とする請求項１記載の画像形
成装置。
【請求項３】
　前記第一の積載量よりも前記第二の積載量の方が多く、且つ前記収納手段の開が検知さ
れてから閉が検知されるまでの間に前記用紙有無検知手段によって用紙の有から無になっ
たことが検知されることなく、前記用紙設定手段により用紙の種類の設定が変更された場
合に、用紙の種類の設定が変更された収納手段を使用して製本処理の実行を含む画像形成
ジョブの実行を中止することを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記用紙設定手段により新たに設定された用紙の種類と以前に設定されていた用紙の種
類とが異なり、且つ前記開閉検知手段により前記収納手段の開が検知されてから閉が検知
されるまでの間に前記用紙有無検知手段によって用紙の有から無になったことが検知され
ない場合に前記制御手段による報知を自動的に行うか否かを設定する報知設定手段を有す
ることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記収納手段の開が検知されてから閉が検知されるまでの間に前記用紙有無検知手段に
よって用紙の有から無になったことが検知された場合には、前記制御手段は、前記報知手
段に報知させないことを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用される用紙の種類に応じた制御を行う画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像の入出力を行う画像形成装置として、コピー機能、プリンタ機能、更にはフ
ァクシミリ機能等を有する複合画像処理を実行することが可能な画像入出力処理装置、い
わゆるデジタル複合機が知られている。
【０００３】
　このような画像形成装置は、普通紙、厚紙、コート紙、再生紙、色紙、トランスペアレ
ンシー（ＯＨＰ用紙）などの多種多様な用紙を使用して印刷することが可能となっている
。そのため、画像形成装置では、それぞれの用紙種類に応じた適切なプロセス条件で画像
形成を行える構成を有している。
【０００４】
　例えば、特許文献１の印刷装置では、用紙にトナー像を転写する際の転写電圧のオフセ
ットデータを用紙種類に対応付けて用意し、画像形成の際にはユーザーが選択した用紙種
類に対応するオフセットデータを用いることで適切な印刷結果が得られるようにしている
。
【０００５】
　このような技術は用紙の種類に留まらず、更に詳細な情報に基づいた最適な制御へと展
開することが可能である。実際に、近年では記録媒体の多様化に伴い一般的な普通紙など
といった用紙種類だけでなく特定の用紙銘柄を指定し、その用紙銘柄に最適の条件で印刷
することも可能になっている。そのため、画像形成装置を制御するデバイスコントローラ
では画像形成装置が対応している用紙についての属性をデータとする用紙データベースを
有している。例えば、特許文献２の画像形成装置は、該データベースに各種パラメータを
設定する為のユーザーインターフェースと、設定されたパラメータに応じて用紙搬送を調
節できる手段を有し、用紙種類に応じて適切に調節した状態での画像形成を可能としてい
る。
【０００６】
　このようなパラメータは、例えば電子写真方式の画像形成における転写条件や定着条件
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などの画像形成に関わるパラメータだけでなく、給紙装置における給紙条件や排紙装置に
おけるカール補正の条件のように多種多様なパラメータを含ませることができる。また前
記データベースに登録されている用紙情報の表示に関して様々な方式があり、例えば、特
許文献３の発明では、登録されている用紙情報をすべてリストにして表示するのではなく
、ユーザーの使用条件に基づいて表示を行う技術が開示されている。更に、このデータベ
ースに対しては、サポートできる用紙種類を追加することも可能となっている。
【特許文献１】特開２００２－８６８６０号公報
【特許文献２】特開２００５－３１６３３６号公報
【特許文献３】特開２００４－２４０５８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、使用者が既に給紙装置に格納されている用紙を取り除かずに新たに用紙
を追加し、更に既に格納されている用紙の種類とは異なる用紙の種類を設定した場合、以
下のような現象が発生していた。
【０００８】
　（ア）新たに設定された用紙種類に適した画像形成パラメータが、既に格納されていた
用紙に対して適切でないパラメータだとしても、指定されたパラメータ通りに画像形成処
理を実施していた。
【０００９】
　（イ）新たに追加された用紙が予め格納されていた用紙と同じ種類であるにも関わらず
、異なる用紙の種類として誤設定した場合においても同様の現象が発生していた。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、用紙に応じたパラメータ設定
や用紙種類の設定の操作性を損なわず、異なる画像処理パラメータによって発生する画像
不良や搬送不良を未然に防止することが可能な画像形成装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、上述の目的を達成するため、以下の構成を備えるものである。
【００１２】
　（１）用紙を収納する収納手段を有する画像形成装置において、情報を報知する報知手
段と、前記収納手段に収納された用紙の有無を検知する用紙有無検知手段と、前記収納手
段に収納される用紙の種類を前記収納手段に対応させて設定する用紙設定手段と、前記画
像形成装置に対する前記収納手段の開閉を検知する開閉検知手段と、前記用紙設定手段に
より新たに設定された用紙の種類と以前に設定されていた用紙の種類とが異なり、且つ前
記開閉検知手段により前記収納手段の開が検知されてから閉が検知されるまでの間に前記
用紙有無検知手段によって用紙の有から無になったことが検知されない場合、前記収納手
段に既に収納されていた用紙の上に異なる種類の用紙が積み重ねられたことを前記報知手
段に報知させる制御手段と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の画像形成装置によれば、用紙が残された状態で給紙部に他の種類の用紙を追加
された場合であっても、目的とするパラメータと異なるパラメータで画像形成されること
を防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を詳しく説明する。
【００１７】
　＜画像形成システムの構成＞
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　まず、本発明に係る画像形成装置を備えた画像形成システムについて述べる。図１は、
本発明に係る画像形成装置を備えた画像形成システムである。
【００１８】
　図１において、１００は画像形成装置本体、１０１は原稿載置台としてのプラテンガラ
スである。１０２はスキャナであり、原稿照明ランプ１０３や走査ミラー１０４等から構
成されている。スキャナ１０２は不図示のモータによって所定方向に往復走査する。この
往復走査中に原稿からの反射光が走査ミラー１０４～１０６を介してレンズ１０７を透過
し、イメージセンサ部１０８内のＣＣＤセンサに原稿の画像が結像する。
【００１９】
　１７０は自動原稿給送装置（Ａｕｔｏ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｅｅｄｅｒ，以下ＡＤＦ
と呼ぶ）であり、スキャナ１０２で原稿を読み取ることができる位置まで自動的に原稿を
給送する。１７１は、ＡＤＦの原稿載置台であり、最大１００枚の原稿を載置することが
できる。１７２は、ＡＤＦの原稿を給紙するための原稿給紙ローラである。１７３は、原
稿給紙ローラ１７２から給紙される原稿の両面を読み取るための原稿両面反転ローラであ
る。
【００２０】
　原稿給紙ローラ１７２、あるいは原稿両面反転ローラ１７３から搬送されてくる原稿を
、プラテンガラス１０１上に搬送するのが原稿搬送ベルト１７４である。このベルトは、
原稿を読み取り位置で停止させたり、原稿の裏面を読み取る際には、原稿両面反転ローラ
１７３へと戻すように搬送し、原稿排出口１７５に排出するために搬送するように制御さ
れる。原稿排出口１７５は、最大積載枚数は、１００枚以上の枚数である。
【００２１】
　１０９はレーザやポリゴンスキャナ等で構成された露光制御部である。この露光制御部
１０９は、イメージセンサ部で電気信号に変換され、かつ、後述する所定の画像処理をさ
れた画像信号に基づいて変調されたレーザ光１１９を、画像形成領域に臨む感光体ドラム
１１１に照射する。
【００２２】
　感光体ドラム１１１の周囲には、感光体ドラム上の電位を消去するための前露光ランプ
１２１、感光体ドラムに電位を付加するためのワイヤーに高圧をかけることによってコロ
ナ放電させる１次帯電器１１２が設置されている。また、感光体ドラム上にレーザ光１１
９により形成された静電潜像を現像するトナーが充填されている現像器１１３～１１６が
収容されている。更に、各現像器を順次感光体ドラムに接するように移動させる現像ロー
タリ１１７、感光体ドラム上に現像された画像を一時的に保持する中間転写体１１８に画
像を転写する１次転写ローラ１２０、クリーニング装置１２２が配置されている。
【００２３】
　感光体ドラム１１１は不図示のモータによって回転しており、１次帯電器１１２により
所望の電位に帯電された後、露光制御部１０９からのレーザ光１１９が折り返しミラー１
１０により、感光体ドラム１１１に向けて角度を変えて照射される。これにより、感光体
ドラム１１１上に静電潜像が形成される。この静電潜像に現像ロータリ１１７によって、
１色目の現像器１１３が感光体ドラム１１１へ接するように移動され、現像器１１３内の
トナーを静電的に付着させて感光体ドラム１１１上に現像されたトナー像を形成する。
【００２４】
　現像ロータリ１１７に収容されている４色の現像器のトナーによってフルカラーの画像
を形成する場合には、まず感光体ドラム上に現像された１色目のトナー像が、１次転写ロ
ーラ１２０により中間転写体１１８へ一時的に転写される。そして、現像ロータリにより
、２色目の現像器１１４が感光体ドラムに接する。このとき、中間転写体上に一次転写さ
れている１色目の現像画像の先端と感光体ドラム上に現像される２色目の現像画像の先端
が１次転写ローラの位置で一致するタイミングで、再度露光制御部から照射されるレーザ
光により静電潜像を形成する。そして、中間転写体１１８上に一次転写されている１色目
の現像画像の上に２色目の現像画像が重ね合わせられる。
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【００２５】
　この重ね合わせを３色目、４色目と繰り返すことにより、中間転写体１１８上にフルカ
ラーの現像画像が形成される。
【００２６】
　一方、第１の給紙部１３３、第２の給紙部１３４、第３の給紙部１３５及び第４の給紙
部１３６はそれぞれ用紙を収納し、画像形成装置に対して開閉可能になっている。各給紙
部が画像形成装置に対して開かれる(引き出される)と用紙の補充が可能となる。第１の給
紙部１３３、第２の給紙部１３４、第３の給紙部１３５または第４の給紙部１３６からピ
ックアップローラ１２５～１２８によって給紙された用紙は、給紙ローラ１２９～１３２
によってレジストレーションローラ１４３に向けて搬送される。停止しているレジストレ
ーションローラ１４３は、中間転写体に形成されている未定着トナー画像と用紙とが位置
合わせされるように駆動され、用紙を２次転写ローラ１２３に向けて搬送する。２次転写
ローラ１２３には転写バイアスがかけられ、用紙上に画像が転写される。その後、この用
紙が搬送ベルト１４４に給送される。
【００２７】
　一方、中間転写体１１８では、２次転写ローラ１２３によって用紙に転写されなかった
残留トナーが残っており、中間転写体クリーナ１２４によってクリーニングされる。
【００２８】
　また、１次転写ローラ１２０によって中間転写体１１８に転写されなかった感光体ドラ
ム１１１上の残トナーはクリーニング装置１２２によって清掃される。この後、前露光ラ
ンプ１２１によって感光体ドラム１１１の残留電荷が消去される。
【００２９】
　トナー像が転写された用紙は搬送ベルト１４４によって定着器１４５に搬送される。そ
して、定着器１４５によって加圧されると共に加熱されて画像が定着される。その後、用
紙は内排紙ローラ１４７、外排紙ローラ１４８によって画像形成装置本体１００の外部に
排出される。
【００３０】
　１４６は排紙フラッパであり、用紙の搬送先を排出経路１３８と反転経路１３９の何れ
か一方に切り替える。用紙の両面に画像を形成する両面記録（両面複写）の際には、排紙
フラッパ１４６を上げて、内排紙ローラ１４７から送り出される用紙を排出経路１３８か
ら、一旦反転経路１３９に進入させた後に進行方向を逆転させて両面反転搬送経路１４０
に搬送する。これにより、用紙は裏返された状態で再給紙経路１４１に導かれる。１４２
は用紙をレジストレーションローラ１４３に向けて再給紙する再給紙ローラである。
【００３１】
　１４８は用紙を画像形成装置本体１００の外部に排出する外排出ローラである。画像形
成装置本体１００から用紙の表裏を反転して排出する際には、排紙フラッパ１４６を上方
に上げ、反転ローラ１４９によって用紙の後端が反転フラッパ１５０を通過した状態の位
置まで反転経路１３９へ送り込む。この後、反転ローラ１４９を逆転させることによって
用紙を裏返して反転外排紙経路１５１を経由して、外排紙ローラ１４８側に送り出す。
【００３２】
　＜表示操作パネルの機能＞
　次に、本実施形態の画像形成装置の表示操作パネルの機能について述べる。図２は、画
像形成装置の表示操作パネル２００を示す図である。
【００３３】
　２０１は、画像形成装置のモード設定や状態表示などを行うタッチパネル式のＬＣＤ表
示部である。２０２は、テンキーであり０から９までの数字の入力と、設定をデフォルト
値に戻すためのクリアキーで構成される。２０９は、ユーザーモードキーであり、画像形
成装置本体１００の各機能のデフォルト値設定やユーザーが任意に行うことが可能な階調
補正などの調整項目を実行する調整モードや、ＩＰアドレスなど各種ネットワークの設定
などを行う場合に押下する。また、２０３は、スタートキーであり、コピー機能やスキャ
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ン機能などを実行するときに押下する。
【００３４】
　２０４はストップキーであり、コピー機能やプリント機能、スキャン機能などのジョブ
を中止したいときに押下するキーである。２０５は、ソフト電源キーであり、画像形成装
置のモータなどの各負荷の電力を落としたいが、ＣＰＵやネットワークなどは起動してお
きたいときに使用するキーである。２０６は、節電モードキーであり、定着器１４５の目
標温度を下げて、ユーザーモードで設定されたレベルで温度調整するためにユーザーが押
下するためのキーである。
【００３５】
　更に、２０７はリセットキーであり、ＬＣＤ表示部２０１やテンキー２０２などで設定
された機能をデフォルト値にリセットするためのキーである。２０８は、ガイドキーであ
り、ＬＣＤ表示部２０１において設定される各コピー機能やプリント機能、スキャン機能
、ユーザーモードキー２０９で表示され、設定／実行される各ユーザーモードの説明を表
示するためのキーである。
【００３６】
　この表示操作パネル２００により、種々のパラメータが設定された画像形成装置をユー
ザーが使用することが可能となる。
【００３７】
　＜画像形成装置の回路構成＞
　本実施形態における画像形成装置の回路構成を以下に述べる。
【００３８】
　図３は、画像形成装置本体１００の用紙の種類の設定及び給紙部に係わる構成を示した
回路ブロック図である。図中３０１は、画像形成装置全体を制御する制御部としてのＣＰ
Ｕである。３０２はＣＰＵ３０１の作業領域として使用されるＲＡＭであり、バッテリー
でバックアップされる。３０３はＣＰＵ３０１が実行するプログラムや各種データを記憶
したＲＯＭである。１１０５は給紙部内の用紙の有無を検出する用紙有り無しセンサであ
る。１１１１は画像形成装置に対して給紙部の開閉状態を検知する開閉検知センサである
。１１０６は給紙部内に積載された用紙の最上面を検知する紙面検知センサである。１１
１２は後述する給紙部内のリフタ板が下限位置にあるか否かを検知するリフタ板下限セン
サである。１１１０はリフタ板を上昇させるリフタモータである。３１０は画像形成部で
あり、画像形成装置内の各種の駆動部やセンサ類を含む。
【００３９】
　＜給紙部の構造＞
　給紙部の構造及び機能について以下に説明する。
【００４０】
　図４は、給紙部１３３の斜視図であり、給紙部１３３～１３６の構成は同じなので、給
紙部１３３のみ説明する。１１０２は用紙後端規制板で積載された用紙束の後端側側面の
略中央部を部分的に規制し、用紙位置を規制するものである。１１０９は用紙の搬送方向
に対して直交する横方向を規制するサイド規制板である。１１０８は積載された用紙束の
底面が支持される中板である。
【００４１】
　また、用紙有り無しセンサ１１０５は用紙の有り無し検知をする反射型のセンサであり
、これによって給紙部内の用紙の有無を検知する。即ち、用紙有り無しセンサ１１０５は
本発明の用紙有無検知手段として機能する。１１０４は給紙部の開(引出し)を行う開ボタ
ンであり、開閉ボタン１１０４が押下されると、給紙部と画像形成装置との不図示のロッ
ク機構が外れ、給紙部を引き出すことが可能となる。上述した開閉検知センサ１１１１は
給紙部１３３が画像形成装置本体１００に給紙可能な状態に装着されている状態を閉状態
として検知し、開閉ボタン１１０４を押下され、画像形成装置本体１００から給紙部１３
３が引き出されている状態を開状態として検知する。
【００４２】



(7) JP 5268430 B2 2013.8.21

10

20

30

40

50

　図５は、給紙部１３３の垂直断面図である。１１０７は中板１１０８を押し上げるため
のリフタ板であり、リフタモータ１１１０が回転することによって上昇する。１１０６は
紙面検知センサであり、中板が上昇し、紙面検知センサ１１０６にて用紙最上面を検知し
たらリフタモータ１１１０の回転が停止する。用紙有り無しセンサ１１０５はリフタ板１
１０７によって支持されており、リフタ板の上昇時には同様に上昇する。また、リフタモ
ータ１１１０はパルスモータを使用しており、ＣＰＵ３０１がパルスモータを駆動するパ
ルスをカウントすることによって、用紙の積載量を検知している。１１１２はリフタ板下
限センサであり、リフタモータ１１１０はリフタ板を下げるときは、このセンサを検知し
ながら下限位置を特定する。
【００４３】
　図６はリフタモータ１１１０の駆動パルス数と給紙部への用紙の積載量との関係を示す
図である。リフタ板１１０７が下限位置にある状態からリフタモータ１１１０に駆動パル
スを供給し、紙面検知センサ１１０６が用紙を検知した時点のパルス数により給紙部内の
用紙の量が検知される。図６の関係を示すデータはＲＯＭ３０３に格納されている。
【００４４】
　画像形成の実行により用紙が給紙されるに従って、用紙の最上面の位置が下がるが、紙
面検知センサ１１０６が用紙を検知しなくなると、再び紙面検知センサ１１０６が用紙を
検知するまでリフタモータが駆動され、駆動パルスのカウント数も増加する。従って、画
像形成動作中も用紙の積載量が判断できる。
【００４５】
　＜用紙種類の設定＞
　次に、表示操作パネル２００により用紙の種類を設定する手順（用紙設定手順）の内容
を説明する。
【００４６】
　図７は、用紙種類を設定する為の画面である。６００は表示操作パネル２００に設けら
れたタッチパネル式の液晶表示部である。６０３は用紙種類のリストであり、ユーザーは
ここから給紙部１３３～１３６のそれぞれに収納した用紙と合致する用紙種類の行を押下
することにより用紙種類の候補を選択する。６０１はＯＫキーでリスト６０３にて候補を
選択した後に用紙種類の選択を確定するキーである。６０２はキャンセルキーで候補の選
択をキャンセルする場合に押下する。
【００４７】
　この用紙設定の画面は、表示操作パネル２００の所定のキーを押下することにより表示
される構成であるが、給紙部１３３～１３６の何れかに用紙が補給されたことに応じて自
動的に表示される構成であっても良い。
【００４８】
　＜用紙量の検知＞
　次に、本実施形態の画像形成装置における、用紙量の検知の手順（積載量検知手順）の
内容を以下に説明する。
【００４９】
　図８は、給紙部１３３～１３６に用紙が収納された場合の用紙量の検知フローチャート
であり、ＲＯＭ３０３に格納されたプログラムに基づいてＣＰＵ３０１により実行される
。なお、このフローチャートでは給紙部１３３について説明する。ＣＰＵ３０１はリフタ
モータ１１１０の駆動パルス数に基づいて給紙部１３３内の用紙の積載量を検知し、第１
の用紙積載量としてＲＡＭ３０２に記憶する（Ｓ９０１）。ＣＰＵ３０１は開閉検知セン
サ１１１１の出力に基づいて給紙部１３３が開状態になったか否かを判断する（Ｓ９０２
）。給紙部１３３が開いていなければＳ９０１に戻り、用紙積載量の検知を繰り返す。こ
のとき、画像形成が行われ、用紙の量が減れば、リフタモータ１１１０が駆動されるので
、第１の用紙積載量が更新される。給紙部１３３が開いたら、ＣＰＵ３０１はリフタ板１
１０７を下降させるため、リフタモータ１１１０を下降方向に回転開始させる（Ｓ９０３
）。次にＣＰＵ３０１は、リフタ板下限センサ１１１２を監視し、リフタ板１１０７が下
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降しきるのを判断して（Ｓ９０４）、下限検知をしたらＳ９０５にてリフタモータ１１１
０の回転を停止する（Ｓ９０５）。その後ＣＰＵ３０１は、給紙部１３３内の用紙の取り
除きの検知を行う（Ｓ９０６）。用紙の取り除き検知に関する詳細は後述する。
【００５０】
　ＣＰＵ３０１は、開閉検知センサ１１１１を再び監視し、給紙部１３３が再び閉められ
るのを判断し（Ｓ９０７）、給紙部１３３が閉められたらＳ９０７にてリフタモータ１１
１０を上昇方向へと回転を開始させる（Ｓ９０８）。このとき、ＣＰＵ３０１は、リフタ
モータ１１１０の駆動パルス数のカウントを開始する（Ｓ９０９）。ＣＰＵ３０１は、紙
面検知センサ１１０６がＯＮするのを待ち（Ｓ９１０）、ＯＮしたらリフタモータ１１１
０の回転を停止させて（Ｓ９１１）、パルス数のカウントを停止させ（Ｓ９１２）、カウ
ントしたパルス数を第二の用紙積載量として記憶する（Ｓ９１３）。
【００５１】
　次に、ＣＰＵ３０１は、給紙部１３３における用紙の補給状態（以後、用紙ステータス
という）の判断を行う（Ｓ９１４）。用紙ステータスの判断についての詳細は後述する。
【００５２】
　＜用紙取り除きの検知＞
　以下に、用紙の取り除きの検知手順を説明する。
【００５３】
　図９は、図８のＳ９０６における給紙部１３３内の用紙の取り除きを検知するフローチ
ャートである。ＣＰＵ３０１は、用紙有り無しセンサ１１０５によって用紙の有無の検知
を開始し（Ｓ１００２）、開閉検知センサ１１１１がオフしたか否かを判断する（Ｓ１０
０３）。開閉検知センサ１１１１がオフしていれば、ＣＰＵ３０１は用紙有り無しセンサ
１１０５による用紙の有無の検知を終了する（Ｓ１００４）。そして、ＣＰＵ３０１は、
用紙有り無しセンサ１１０５の出力が有から無への変化の有無を判断する。即ち、ＣＰＵ
３０１は、給紙部１３３が開かれてから再び閉じられるまでの間に用紙が全て取り除かれ
たか否かを判断する。変化有り、即ち、給紙部１３３が開かれてから再び閉じられるまで
の間に用紙が全て取り除かれた場合、ＣＰＵ３０１は用紙除去フラグをオンし（Ｓ１００
６）、変化無し、即ち、用紙の取り除きが行われていない場合、用紙除去フラグをオフす
る（Ｓ１００７）。
【００５４】
　＜用紙段の開閉時における用紙ステータスの判断＞
　次に、図８のＳ９１４の詳細について説明する。
【００５５】
　図１０は、用紙ステータスを判断する為のフローチャートである。ＣＰＵ３０１は、給
紙部１３３の開閉前の用紙の積載量をあらわす第一の積載量と給紙部１３３の開閉後の用
紙の積載量をあらわす第二の積載量とを比較する（Ｓ１１０３）。即ち、ＣＰＵ３０１は
、給紙部１３３が開かれてから閉じられるまでの間に用紙が補給されたか否かを判断する
。第二の積載量の方が第１の積載量よりも多い場合、ＣＰＵ３０１は用紙除去フラグがオ
ンしているか否かを判断する（Ｓ１１０５）。用紙除去フラグがオンしている場合は給紙
部１３３の開閉の間に用紙の除去が行われたことになるので、ＣＰＵ３０１は、積載され
ていた用紙が一旦取り除かれ新たに用紙が積載されたと判断し、結果コードに２を設定す
る（Ｓ１１０７）。この結果コードはＲＡＭ３０２に格納される。Ｓ１１０５にて用紙除
去フラグがオフしている場合は給紙部１３３の開閉の間に用紙の除去が行われなかったこ
とになるので、ＣＰＵ３０１は、積載されていた用紙は取り除かれずに新しい用紙が積み
重ねられたと判断し、結果コードに３を設定する（Ｓ１１０８）。
【００５６】
　Ｓ１１０３にて第一の積載用紙量の方が多いと判断した場合、ＣＰＵ３０１は用紙除去
フラグがオンか否かを判断する（Ｓ１１０４）。用紙除去フラグがオン（給紙部１３３の
開閉の間に用紙の除去が行われた）の場合、ＣＰＵ３０１は、積載されていた用紙が一旦
取り除かれ新たに用紙が積載されたと判断し結果コードに２を設定する（Ｓ１１０７）。
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Ｓ１１０４にて用紙除去フラグがオフしている（給紙部１３３の開閉の間に用紙の除去が
行われなかった）の場合、ＣＰＵ３０１は用紙が取り減らされたと判断し、結果コードに
１を設定する（Ｓ１１０６）。
【００５７】
　＜用紙種類の設定＞
　図１１は、図７の用紙種類を設定する画面により用紙種類を設定する時の処理を示すフ
ローチャートである。ここでは給紙部１３３に収納されている用紙の種類を設定するもの
とする。図７の用紙種類の設定画面において、ＣＰＵ３０１は何れかの用紙種類が選択さ
れ、ＯＫキー６０１が押下されたか否かを判断する（Ｓ１２０１）。ＯＫキー６０１が押
下されると、ＣＰＵ３０１は、以前に設定されていた用紙種類を第一の用紙種類としてＲ
ＡＭ３０２に格納し（Ｓ１２０２）、新たに設定された用紙種類を第二の用紙種類として
ＲＡＭ３０２に格納する（Ｓ１２０３）。第二の用紙種類は、次回新たに用紙種類を設定
した場合に第一の用紙種類として格納される。ＣＰＵ３０１は、ＲＡＭ３０２に格納され
た第一の用紙種類と第二の用紙種類が同じ種類か否かを判定する（Ｓ１２０３）。第一の
用紙種類と第二の用紙種類が同じ場合は処理を終了する。第一の用紙種類と第二の用紙種
類が異なる種類の場合、ＣＰＵ３０１はＲＡＭ３０２に格納された結果コードが３である
か否かを判定する（Ｓ１２０４）。結果コードが３の場合、給紙部１３３に既に積載され
ていた用紙の上に異なる種類の用紙が積み重ねられたことになるので、ＣＰＵ３０１は、
その旨を使用者へ警告する（Ｓ１２０５）。この警告の画面を図１２に示す。
【００５８】
　また、図１２の警告画面で、ＯＫキー７０１を押下すると、給紙部１３３に異なる種類
の用紙が混在する設定となり、ＲＡＭ３０２内の用紙混在フラグをオンする。キャンセル
キー７０２を押下すると、第一の用紙積載量と第二の用紙積載量とに基づいて、図１３に
示すように混在した用紙の境界を表示し、異なる用紙の一方を取り除かせるように警告表
示がなされる。
【００５９】
　このように、利用者に警告画面を表示することで、新たに収納した用紙に適した画像形
成条件が、既に収納されていた異なる種類の用紙に対して適用され、画質の劣化を招くこ
とを防止することができる。
【００６０】
　本実施形態では、図７に示す用紙種類の設定画面から用紙種類を設定するようにしてい
たが、例えばバーコードリーダやＲＦＩＤタグを用いて用紙種類の設定を自動で行う構成
としても良い。
【００６１】
　＜用紙種類が混在した場合＞
　図１４を用いて、用紙混在フラグがオンの時の画像形成ジョブの中断を判断する処理を
説明する。図１４のフローチャートはＣＰＵ３０１がＲＯＭ３０３に格納されたプログラ
ムに基づいて実行する。
【００６２】
　ＣＰＵ３０１は、実行すべき画像形成ジョブが製本を伴うジョブか否かを判断する（Ｓ
１４０１）。製本ジョブでない場合、ＣＰＵ３０１はジョブを継続する。製本ジョブであ
る場合、ＣＰＵ３０１は、給紙段と指定されている給紙部の用紙混在フラグがオンである
か否かを判定する（Ｓ１４０２）。用紙混在フラグがオンである場合、製本物の品質が低
下する可能性があるので、ＣＰＵ３０１は、代替となる給紙部が有るか否か判断し（Ｓ１
４０３）、代替となる給紙部が無い場合は画像形成ジョブを中断する。ここで、代替えと
なる給紙部とは、用紙混在フラグがオンになっておらず、選択された給紙部に設定されて
いる用紙種類と同じ種類の用紙を収納した給紙部に該当する。ＣＰＵ３０１は、用紙混在
フラグがオフである場合、また用紙混在フラグがオンであっても代替となる給紙部が存在
する場合は、画像形成ジョブを継続する。
【００６３】
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　なお、給紙部に既に収納されている用紙の上に異なる種類の用紙が収納された場合に、
図１２に示す警告画面を自動的に表示させるか否かを事前に設定できるようにしても良い
。例えば、表示操作パネル２００の所定のキーを押下して図１５に示す設定画面を表示さ
せる。キー１５０１を押下すると、図１２の警告画面を自動的に表示する機能が無効とな
り、キー１５０２を押下すると、図１２の警告画面を自動的に表示する機能が有効となる
。即ち、図１５に示す設定画面（キー１５０１,１５０２を含む）は、警告画面の報知を
自動的に行うか否かを設定する報知設定手段として機能する。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】画像形成装置の構成を示す断面図
【図２】画像形成装置の表示操作パネルを示す図
【図３】画像形成装置の概略構成を示すブロック図
【図４】画像形成装置の給紙部の斜視図
【図５】画像形成装置の給紙部の垂直断面図
【図６】リフタモータの駆動パルス数と用紙積載量の関係を示す図
【図７】用紙種類を設定するための画面を示す図
【図８】給紙部に用紙を補給時の用紙積載量の検知処理を示すフローチャート
【図９】給紙部の用紙の取り除きの検知処理を示すフローチャート
【図１０】給紙部の開閉時に収納されている用紙のステータスの判断処理を示すフローチ
ャート
【図１１】用紙種類の設定時の処理を示すフローチャート
【図１２】警告画面を示す図
【図１３】警告画面を示す図
【図１４】画像形成ジョブの中断の判断処理を示すフローチャート
【図１５】警告画面の自動表示の設定画面を示す図
【符号の説明】
【００６５】
１００　　画像形成装置
１３３～１３６　給紙部（収納手段に対応）
２００　　表示操作パネル（表示手段、用紙設定手段に対応）
６００　　用紙設定画面
７００　　警告報知画面
１１０４　開閉ボタン
１１０５　用紙有り無しセンサ（用紙有無検知手段に対応）
１１０６　紙面検知センサ
１１０７　リフタ板
１１０８　中板
１１１０　リフタモータ
１１１１　開閉検知センサ（開閉検知手段に対応）
１１１２　リフタ板下限センサ
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(12) JP 5268430 B2 2013.8.21

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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